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彦志与我师出同门———同是师从松本泰丈先生学习日语语言学（日

本語学），年龄他小我许多，学位他比我晚拿几年，所以说得大言不惭一

点应称他为师弟。 与彦志初次相识是在电子邮件上，因老师不熟电脑，

电子信件的往来全都拜托给彦志，于是我回国之后与老师的联系除电话

以外，邮件也大都由彦志中转。 后来，老师到上海讲学、我前往拜见时，

从老师手中得到彦志的论文，开始对彦志的研究有所知晓。 ２０１０年彦

志学成回国，任教复旦大学，便有了经常见面的机会。２０１１年我校承办

的第三届汉日对比语言学年会上，彦志积极参会并发表，给我留下很深

的印象。 他对日语请求句（依頼文）研究的执着和卓有成效，令我非常感

动。 这次他嘱我为大作写序，虽自知资格不够，但其情也盛，却之不恭，

只得从命。

在日本对请求句的研究可以追溯到二战以前。 具有代表性的学者

可举出松下大三郎和三尾砂等。 但在那个时期对此句型的论述大多是

以列举用例为主，进一步深入的研究还很少见。２０世纪５０年代代表性

学者有三上章和永野賢两位。 特别是三上章的“命令法”与请求句相关

很大。１９７９年以工藤真由美的〈依頼表現の発達〉为起点，请求句的研

究发展到了新的阶段。 仁田義雄１９９１、佐藤里美１９９２等也都是这方面

非常著名的研究。 还必须一提的是，山田敏弘２００４对请求句做了非常

详尽的考察。

本书是彦志博士论文所研内容的延伸。 主要内容及创新点可简单

概括如下。 全书是围绕请求句的各个语法点展开的。 首先对其概念从

句法学（統語論）的角度重新定义，并对各个构成要素作了详细的说明。

因为配有较多的文学实际用例作为论据，所以较先行研究更加具有说服
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力。 其次，学术界对于请求句的分类一直是存在争议的。 本书从“～テ

クレル&”，“～テモラウ&”两大分类着手，分别对它们的功能及意义作

出阐述。 一般认为，“～テモラウ&”中包含“～てもらいたい”句。 后者

由于还可以归为希望句中去，因此它就同时具有两个类别的语法特征。

第三章对此给出了非常清晰的论证。 另外，日汉对比研究在请求句这个

层面上，相对而言还是不多见的。 第六章从语法的角度分析了中日文学

对译作品中的例句，着眼了句法上的区别，为今后这类课题的开展提出

了有益的启示。 中日两种语言虽然属于不同种类的语言体系，但是从句

法的角度而言，还是有一些共同点的。 在此作者也作了部分列举。 最

后，书中提到了请求疑问句中的可能形式，对它存在的必要性给出了明

确的结论。“～てもらえますか”和“～てくれますか”，为什么前者的尊

敬程度高于后者，对这一有争议的问题也给出了他的见解。

以上的内容和创新点对日语的请求句研究和本语法点的日汉对比

研究都做出了很大贡献。 还不仅如此，因为有详尽的日汉对比的考察，

对中国日语学习者学习日语请求句时的学习和教学，都会起到直接帮助

作用。 这一点使本书除了理论价值以外还具有了相当的应用价值。

本书作为彦志研究请求句的系列之一，重点侧重在句法层面的研

究。 词法层面的研究将以《'()*+,-.の/0　—.12を34

に—》为题另行出版（复旦大学出版社，２０１２年９月）。 如果读者将两册

书相互参照，想必读起来会更加有趣。

彦志学弟年轻有为，且聪慧勤奋，在日留学期间已有多篇论文发表，

今年又一举出版两部专著，并在回国后的短短几年里，取得了教育部人

文社科等高级别科研项目的立项，气势实为咄咄逼人。 衷心希望他在语

言研究的道路上，走得更好更远。 期待着彦志学弟取得更好更大更多的

成果。

王　忻

２０１２年８月于杭州
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　「9は:より;でて、:より9し」という)*の<がある。 「;:の

=れ」ともいう。 ;>は『?@ABC』のDEであるが、まさに!"#

Fはこの<をGをもって、HIにJKした。

　!Fとの;Lいは１９９８MのNOPQCRで)*+をSTしたUで

ある。 VUWの)*+はJにたどたどしいものであったが、WのXY

なZ[1\や]^のない_J`にaれたbcに、dはSTすることの

eしさや、fびをghにiじることができた。

　やがてWはCRj[k、)*のlmnCにop。 qしでもrstや

Ctをuるためにとvwなアルバイトをxけた。 yz{U|}~し

ホテルに��。 そこで�)のk��けや、z�の���[。 �わると

�ちにnCへ。 ������と�Uにホテルでのアルバイト。 �h

のアパ�トへ�るのは、いつも１０Uを�ぎていたとか。 それからよ

うやく/0s�。 しかし/0�を�み�めると、D)の�れのため�

�な��が�ってくる。 それで��� のために、¡の¢にボ�ルペ

ンをVてて*を�む。 そのうちに£\かペン¤が¢に¥き¦さり、そ

の§¨で©がªめる。 こんな«り¬しのy)は５Mもxいたそうだ。

­®された�¯°±の²xでよくC0rsをxけたものだと、4から

の³´とµ¶の·¸をおくりたい。

　そのkWは¹º»¼と½み、HI¹º¾を¿uした。 ·+ChÀに

おいて¹º¾¿uはÁÂのÃと·われている3でのÄÅである。 *

VにÆÇにÈする。

　Wが'É/0をxけている「,-5」はJにÊËにわたる/0hÀ

　!!"

此为试读,需要完整PDF请访问: www.ertongbook.com



　 %$ 5

である。 まだまだ0ÌされていないÍhがÊいだろう。 それだけに

ÎÏÐな/0テ�マと·えるかもしれない。 ÑきることのないWの

C0ÒÓはÔÕのhÀにÖずや×をVててくれるにØいない。

　ÙM６Ú１０MÛりでÜ3した。 そのÝWからÞßnCのCrに�

�をという,-をàけた。 テ�マについてáったが、âヶÚ�に}き

たã)*näåを¿りæげ、)*bのçèéêのDëにìることにし

た。 ÊqÂÕかとíったZ[やdのîïにも、CrðはñòにÕóし

ôõした。 dはö÷øæのùúiをªえると�Uに、!Fの)|のS

TのすばらしさをJiした。 ûk、!Fのüなるsýをþÿして、!

かな"#の$から、§%の&いエ�ルをdは'りxける。

（(NOPQCR)*+)P）
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０．23)4 !!"

　０．１　,-5とは !!#

　０．２　,-5の+な5, !!$

　０．３　-./hによる01 !!%

１．%&'56$789 !"&

　１．１　「2し¡」 !"&

　１．２　「,-34」 !"%

　１．３　「5き¡」 !"'

　１．４　b678A「2し¡」と「5き¡」のつながり !#&

２．%&'$:;<= !$!

　２．１　「～テクレル」& !$!

　　２．１．１　「～てくれる」のé5と9: !$$

　２．２　「～テモラウ」& !$(

　　２．２．１　「～てもらえ！」;<5としての=É !$(

　　２．２．２　「～ていただける？」5の9: !$)

３．「>,?@ABA」'()*+, !$'

　３．１　¤�/0 !$'

　３．２　まちのぞみ5としての=É !&!

　!!"



　 ©$ *

　３．３　「～てもらいたい」5のh> !&(

　　３．３．１　,-Ðでない「～てもらいたい」 !&(

　　３．３．２　,-のÒ`をふくむとき !&*

　３．４　「～てもらいたい」5の5き¡ !&'

　　３．４．１　5き¡が?+として@.のò.によってÌAされるBC

!("

　　３．４．２　5き¡が++として8D.によってSしAされるBC

!(&

　３．５　「～てもらいたい」5と�D. !('

　３．６　「～てもらいたい＋のだ·ものだ ／ とíいます ／ こと·ものが

ある」 !)#

　　３．６．１　「～てもらいたい＋のだ·ものだ」 !)#

　　３．６．２　「～てもらいたい＋とíいます」 !))

　　３．６．３　「～てもらいたいこと／ ものがある」 !)*

　３．７　「～てもらいたいです」「～ていただきたい」5 !)'

　３．８　「～てもらいたい」5のEFの5のÿGH !%&

　３．９　「～てもらいたい」5とほかのIきかけ.とのJ= !%*

　３．１０　まとめ !*"

４．「>,CDA」' !*&

　４．１　「～てほしい」5のÒ`·KL !*&

　４．２　「～てほしい」MN5 !*)

５．EF%&'GHI'／JK'G$LM !'!

　５．１　îï,-5と;<5 !'!

　５．２　îï,-5とBO5 !'$
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６．!N%&'OP !'%

　６．１　PQのRS !'%

　６．２　3#+における;<5の9: !'%

　６．３　)3T·+における,-5のUØV "!!

　　６．３．１　「～て」と「～てくれ」にあたる3#+W "!!

　　６．３．２　3#+の「X」による,-5 "!#

　　６．３．３　3#+の,-5にYわれる?+の9: "!&

　　６．３．４　3#+の,-5にYわれる「?+」の9: "!)

　　　６．３．４．１　「Z+」と「?+」の[\のØい "!)

　　　６．３．４．２　「]^?+」のYい� ""!

　　　６．３．４．３　「�_?+」のYい� ""!

　６．４　3#+,-5の�.の`9: """

　　６．４．１　abの�.のとき ""#

　　６．４．２　�.のくりかえし「Ｖ＋Ｖ」 ""&

　　６．４．３　「Ｖ－Ｖ」の.c ""%

　６．５　3#+の,-5のMN. ""*

　６．６　まとめ ""'

７．QR%&ST$UV "#"

　７．１　6d,-]'の9: "#"

　７．２　6d]'はリスクがある "##

８．WX "#&

　８．１　YeÒ`の「～テモラウ」 "#(

　８．２　àfÒ`の「～テクレル」 "#%

　８．３　,-53のghのÒ` "#'
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　８．４　gh.がKいられないUの5のij "$&

　８．５　まとめ "$*

Y<'Z "$'

[\]^ "&)
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　「%&」の'()*に+しては、,レベルでの-./0な「%&,」の

'(と12/0な「%&1①」の'(などがある。 また、コンテクスト

レベルでの.3/0%&45の'(も6られる。 78は970に「%

&」を,レベルでの:いとするので、12/0な:いに+する%&1

の/;は<の=>『5?@7.%&1の'(　—12/をABに—』

をCDされたい。

　@7EFで「%&」というGHをIくと、JKLのAですぐMいNか

ぶのは、おそらく「～オネガイシマス」であろう。 OきくPければ%&

,のAには970にQつのRS—「～テクレル」Rと「～テモラウ」R

がTUする。 JV%&がどういうふうに45されているのか、W3X

YのZい「～てくれますか？」と「～てもらえますか？」Qつの%&,の

[\Yはなぜ]うのか、というQつの^_の`aは78においてbc

したい。 defgとしてhず%&のiな45,jをklする。 mに

「～てくれますか」と「～てもらえますか」noの,レベルでのpqを

rらかにしたうえで、stのu]vをwしくeべるとする。 「～ても

らいたい」「～ていただきたい」,は「～テモラウ」Rにxするが、yz

する「～テクレル」Rの「{～てくれたい」「{～てくださりたい」,はT

　!!"

① Z|}~、���m~の3.である。 ここの「��1」は��の1「シロ」「シナサイ」
をcし�す。 mの,�をC�されたい。
　Z|}~１９７４「��.の��と���の��」『G.��』２７０�　��8�
　（のち＜１９９４『��の'(』　むぎ8�＞にも��）
　Z|}~１９７５『��.の12/0なP�　—��·1��·e.��—』　��
�.'(�　� ¡¢
　���m~１９９１『@7.��の£u』　ひつじ8�

此为试读,需要完整PDF请访问: www.ertongbook.com
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Uしていない。 ¤tは%&として3いられる¥にどんな,*0なp

qを¦つのか78のAで§¨してみる。 また、yD'(を©ªに«れ

て@A%&,のu]vをも�¬してみたい。

　78は­·5?®;のAから（��.の¯°で）%&,に+する3

±を²3、P�する)*をとっている（ただし³±も3いる）。 ´±に

9づいてµけてKれないmのQつの^_をも¶·しながらeべてい

く。 hずはy¸+¹のº»のもとに、この%&,のAにTUする£,

jをrらかにする¼½がある。 また、%&,に¾い+¿ÀをもつÁの

45,jへのº»のもとに、その¶Âと,ÃÄのÅ<pqをÆめてÇ

める¼½があると�えている。

０．１% &'()!

　「%&」のÈÉについて、ÊË·ÌÍ１９８９①は「%&は¸に�³をす

るよう&むÎÏのムÐドであり、uÑの¶ÒをÓÔするvで��より

[\な45である。 %&は『ÕÖ%&1×』とoPの´Øをeべてu

ÑにÙÖ0に�³の%&をする『ÙÖ%&1×』とがある。 その『ÕÖ

%&1×』には『��のテ1＋くれるの��1』がÚげられる」とeべ

ている。 ÛÌ�Ü１９９１②がÇ�しているように、「ÝしÑのためにな

るÞßをIきÑにàすものである」。 また、�.'１９９４③において、

「á�0âÝ」、つまりÁtにãきかけてÞßをさせるÞß½äのâÝ

は、mのåæにPçされている（èéは>t）。

c�…êるべき�Îにある¸がëêのìí·îïをもってÞßを½äする

âÝ

ð,…ñòなど、そのÞßをëêÞうべき�ÎにあるuÑにÞßを½äす

!!# 　

*+,-&'(.#/01

①

②

③

ÊËóÒ·ÌÍÞô１９８９　『9õ@7.,*』　くろしお¡¢
ÛÌ�Ü１９９１　『@7.のモダリティと¸ö』　ひつじ8�
���.'(�１９９４『@7.コミュニケÐションのG.^_』���.'(�
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るâÝ

%&…uÑの÷¶にøùしてÞßをÞうようäめるâÝ

úめ…uÑoûのüÊになるÞßをÞうようäめるâÝ

úý…oPがÞおうとしているÞßをいっしょにÞうようäめるâÝ

　½þすれば、Þß½äのâÝは「Þßをするのがダレか」、「それによ

ってüÊをÿけるのはダレか」、「IきÑにyして!"#があるのか」

などの$によってPçされる。 %Ì&'２００４①によって、%&は「Ýし

ÑoûがüÊをÿけるために、uÑにÞßをäめるÞßである。 %&

はIきÑにyしてあるÞßを(ÞするようÝしÑがàすことと、その

IきÑのなすÞßによってÝしÑが)*をうけることからÄり�っ

ている」と`+している。 ,-.·/0�1·273１９９８『4.4

5』のÇ�によれば、%&45は、「『uÑ』の『Þ�』によって、『oP』の

『üÊ』になることを5えようとするための45」ということである。

　6789にSÚしたように、:@まで'(tたちがさまざまな;Y

から%&45の¶Â、<áをめぐって/じてきている。 しかし、「%&

,」というのはいったい=であろうか？ G.0、>G.0Þ�の^_

と?んで、6@とせないのは、%&は9に「～オネガイシマス」といっ

たことばを0にすることではなく、âÝのAに´5されるÃAを¦っ

たBÏ0なÞßだというC´である。 %&,DEを1つのカテゴリ

Ðとしてとらえるならば、78においてそのÈÉを「ÝしÑが%&F

�をIきÑにGえて、HI0にIきÑにÞ�させて、ÝしÑのüÊに

なることをb0とする45,jである」とÇめておく。

０．２% &'(-23(4

　%&¶Jが4rされたK、IきÑにとって、ÝしÑのためにL´に

　!!$

*+,-&'(.#/01

① %Ì&'２００４（²3oＰ１４２）
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Þ�にMるかNかのaÇîüはoPOにある。 JKPQにいるÝし

Ñにとって、そのÞ�を´5させるために、pにIきÑが7Rtであ

るÎÏには4.45との+わりにおいて、ほかの45にSべ%&,は

もっともTUが¼½になるということができる。 %&も、VしいIき

Ñならその451×は8Wなものになるし、îïをもってc�するÎ

Ïでも、[Ôに:うべきIきÑにyしてはùXレベルのZい1×を3

いなければならない。 また1YにÞß½äのæ<は、IきÑとの7

è·VZ[の+¹だけでなく、½äするÞßのF�によって、つまり、

だれのためか、½äに!"#があるかなどの½Wをも�»して、\]

されなければならない。

　%&のF�は^_`<であるが、aCを&むのは、ÝしÑにとって

IきÑにbcともdeをかけることになるのだということをfgし

ておかなければならない。 IきÑにyして、できるだけdeのhYを

ijするº»もÔ½である。 そのdeだというk¦ちよりも、%&に

zじようというk¦ちの)が!くなるようにするには、=よりもl¶

を¦って、IきÑにÖすることがOmであろう。 oPのCØをnPに

o`してもらうためのp#も¼½である。 mにÚげている£±は:

qiにeべようとするQつのRSのèRPçである。

% 「56789」:

　１） r~がsにtかい、uvwをÑにxってくる。 ソファのテÐブルにyく

と、chでくるりとはじいた。 「ここを¡るとき、これをÿけzってくれ

ますか。 {?aになってしまいましたが、|が}~の�からOmにして

いた1�の�aです。 これがあるから:まで�きてこれた、oPではそ

うMっています。 この�げかかったところ、�を®さく^mってはoP

で�oしたんですよ。 ����にいたときにね。 1{は�にかかりま

した」

�/�　『�は�いていた』

!!% 　

*+,-&'(.#/01
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　２） 「その¤に、お�さんの��を、もう1Y��0に�べてくれません

か」と、�7はH�の)�を�ち¡してきた。 だが、いきなりそうG

われても、なにをどう�べればいいのか。 �}が�eしたようにb

を�せると、「できれば、ぼくが�ちFいたいですね」と、�7はつづ

けた。

���l　『����¸C�』

　３） 8dはやがて れたchで、その�¡をはずし¢めた。 £はそれを6つめ

ていた。 「おおい」と8dが}~らに¤んだ。 「¥の�へ¦を§んでくれ」

O¨©ª~　『«¬』

　４） U­はまたいったん®を6Ïわせると、ほとんど¯¥に°±な®つきで

£を²り³いだ。 「お´いします。このまま=もIかずにKろのµsに

Mってください」「きみは、¶」と·の¸Vが¹ねた。

º»¼½　『Ｙ』

　５） 「…そして、¾し¿ありません、6ÀしいですがおÁしください。 |たち

のミスで、OÂの´ÞÃÄたちはおÅをくれなかったんです。 …と、Æ%

のÇÈのまえでいいます。」

É�Ê　『おいで、�Ë』

　６） 「これは¶にもいわないのでしょうね」「もちろん、そんなこといったら|

Ìが�ります。ではÍÎ、r@にでもÏ]8をつくってくださいますか」

「£は、9�Ðの¸に、ÕÖFう¼½はないのですね」

ÑÒÓ1　『ÔのÕ』（è）

　７） 「どうしましょう。­くのホテルをごcÇくださいますか。 それともさし

つかえなければおÖへ×いましょうか」uÑのGHはますますØE0に

なってきた。 Ù�は1Ú�えてから、「ここへいらしってくださったらÛ

Üいですね」とÝえた。

É�l1　『�ÞのßG』

% 「56;<=」:

　８） 「Bàも|も、áuさんと�â��ãのごs¸から、ÝのÈäはすでにI

いています」そう0にしてから、1åæのÒ�に®|ç©àがbをtけ

た。 「1åæ、ごくろうさまでした。あとは|がやりますのでèをéして

　!!&
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　 ０．!"#$

もらえますか」

�/�　『�は�いていた』

　９） 「わかりました。 êに+してはなんなりとìëをìって_し7げますか

ら、í�î}のことでなく、ZËïðの�UのLñをBがけてもらえま

せんか」òÙ、��óô}のGったことばをMい¡した。

õö÷}　『øのÑ』

　１０） `ù}はú�のûAを¶·しながら、Ò�のü�さに�}をÏわせる。

「Ò�さんらしいわ。 …。 だからÒ�さんのý8になってきたえてもら

うと¯¥に、あなたにも=かとþけてもらいたいわ」ú�のûAがかす

かに�いた。

»ÿÒ�}　『ジョÐカÐ』

　１１） ①「£と1!に"#をすりゃ$%になる」まともにはうけとろうとしな

いuÑに|は&を�てた。 「もうすこし3B¾く'きÏってほしいわ」

(Ì)}　『*める+』

　１２） 「さあ。 それはなんとも¾しあげられませんが、,-のことといい、フル

Ðルのママのことといい、�Åさんがなんらかの.¶を¦っておられた

としかMえません。 ç¬のお#で1/もはやく、C�を`rしてくださ

ることをお´いいたします。 わたしどもといたしましては、できるïり

のご0#をいたしますので、どうか、1/もはやくC´を`rしていた

だきたい。 それをお´いするばかりでございます」ÔÉは�e®でいっ

た。 「fgしました」12(はうなずいて、zÖ3をでた。

�-îl　『��4い5�¸C�』

　１３） ¾6はかえって78な9:に;えられながら、��¸èで<�した。 =

>¸?^も、��Oから0をmるK±である。 「あなたは、QöQn1

@からQnQ@にかけての@、�ちゃんがABしたë¥のCDをEえて

いますか」「はい」とFGは±のHんだIで、これも¶éなほどWÕなD

}でJいた。 KのsLを²きしめ、ややM©がかった、さすがに9:の

!!' 　
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① 「～てほしい」,はRS0に「～テモラウ」Rと]うが、「～てもらいたい」,と¶Â·
<áにおいてきわめて­いので、1zここで1!に?べておく。



　０．!"#$

4Øではある。 「:、それをありのままÝしていただけますか」「はい…」

NOP}　『QR』

　１４） S�は、TびÝ_をxした。 だが、¸Vの4ØはuUわらずVWそうな

ままだった。 「ただ、@Aは|にもXCがありますんで、そうなると…」

「まあ、すぐにY/を¡さなければならないわけでもないですから、

cし、�えてみていただけませんか」Zは、わずかに[い4Øで「Pかり

ました」とJいた。

\]アサ　『^える_』

０．３% >?@A$BCDE

　%&に6られるÝしÑのÿÊを`aするb�0なものとしては、ÿ

ÊtのTUをc>にする「～のために」や%&を4rする¤にÝし

Ñ＝%&tの「お´いだから」「お´いします」「&みます」「どうか」「ど

うぞ」をdけeえている。 ±えば、

　１５） fãが、ものをいったので、g%c{はわれにかえって、fãのそばにh

りそった。 「この<i¸Ùはおじさんがこしらえたのですか。 おじさん

はえらいjktなんですね」「おお、l

。わしのため#をmしてくれん

か」fãは、g%のほめことばにÝえず、nにkがついたようにc{に

そういって、…。

�ªnª　『o¸ÙＸ�』

　１６


） 「どうか、ごめんください。 そして、わたくしのため、このことは、¶にも

いわない、よろしいですか。 きっと、きっと、¶にもいわない。 わたくし

と、ここでpqしたこといわない。 あなたいいません！いわないこと、þ

rしてくれますか。 それをsってくれるなら、あとでまた、おtのおÅ

をさしあげます」ニÐナuは、ねっしんに、そしてÍ0で、vwüをかき

くどいた。

�ªnª　『xyのGz』

　１７） {|3の}は、もうどうしようもない、というふうに~を��に²った。
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